
・輸出
１．輸出相手国割合（2020年10月）

１位：スイス 43.2%
２位：中国 20.9%
３位：シンガポール 11.9%
４位：コンゴ（民） 11.1%
５位：南アフリカ 2.5%
その他 10.3%

２．主要輸出品目
電解精錬用の銅陽極／エレクトロウォン銅陰極
／粗銅／硫酸／発煙硫酸／セメント／甘蔗糖

・輸入
１．輸入相手国割合（2020年10月）

１位：南アフリカ 34.8%
２位：中国 17.5%
３位：インド 7.8%
４位：アラブ首⾧国連邦 3.9%
５位：日本 2.7%
その他 33.2%

２．主要輸入品目
石油／内燃機関用燃料／軽油／硫黄／医薬品

*1 GDP at market prices (Current USD)
*2 2020年1月から10月までの貿易額。1USD=17.78ZMW（2020年10月

までのザンビア中央銀行為替相場月平均を用いて換算）
*3 2020年1月から10月までの貿易額。1USD=108円（2020年10月まで

の日銀基準外国為替相場月平均を用いて換算）
＜出典＞ 1, 2, 5, 16, 19:EIU Country Report／3: ILO／4:The World 
Factbook (CIA) ／8, 9, 10, 12, 14: Monthly Bulletin (CSO)／ 7: World 
Bank／11, 13, 15:日本国財務省貿易統計／6, 17, 18:IMF／ 20: Ministry 
of Finance／21, 22:Bank of Zambia

マクロ経済レポート（2020年11月）
在ザンビア大
経済・開発協力班

２．主要マクロ経済指標

１．主要経済ニュース

３．貿易統計

１．カフエ渓谷下流水力発電所、近日稼働（Daily Mail、6日）
8日、11月末に稼働を控えた総工費23億米ドルのカフエ渓谷下流発電所ダムの充填作業が開始された。同ダムは約1週間で
満水となる見込みである。5日、ンクワ・エネルギー大臣は、同ダムの充填作業開始後の最初の24時間で、カフエ渓谷上
流水力発電所の発電量が750MWから100MWに減少し、その後500MWまで回復する見込みであると述べた。
２．ユーロ債債権者、ザンビア政府の債務救済要請を拒否（Daily Nation、14日）
13日、ユーロ債債権者はザンビア政府による2020 年10月14日から 2021年4月14日までに支払い期限を迎えるユーロ
債利払いに係る支払延⾧要請を拒否した。右決定によりザンビア政府には、債務持続性上のより大きな圧力がかかる
こととなった。
３．ザンビア政府、ユーロ債債権者との再交渉を実施（Daily Nation、16日）
ンガンドゥ財務大臣は、ザンビア政府は13日にユーロ債利払い延期要請が拒否されたことを受けて、どのような形の
債務組替が最善であるかについて、ユーロ債債権者と再交渉に臨む意向を表明した。
４．内閣、2022-2026年の第8次国家開発計画の策定で合意（Daily Nation、17日）
閣議にて合意された第8次国家開発計画（The Eighth National Development Plan: 8NDP）は、2022年から2026年ま
でを対象とし、コンセプトノートに示されたプロセスとロードマップに基づき、改革と復興に焦点を当てた計画とす
る方針である。
５．国内ビジネス状況は回復基調に （Daily Mail; Daily Nation; Times of Zambia、18日）
11月の購買担当者指数（Purchasing Managers’ Index: PMI）は9月の46.6から48.9に改善し景気回復の兆しを見せた。
右数値は、現在20か月連続で50以下で推移しているものの、その中で最も高い数値を示した。50.0以上の数値は前月
と比較して景況感が改善したことを、50.0以下の数値は状況が悪化したことをそれぞれ示している。
６．日本、女性の保健事業に150万米ドルを投入（Times of Zambia、19日）
日本政府は、3年間で150万ドル以上を投入し「ザンビア共和国ワンストップサービスサイトによる生涯を通した女性
の健康づくりプロジェクト」を支援している。右プロジェクトは、日本のNGOであるジョイセフが、ザンビア家族計
画協会（Planned Parenthood Association of Zambia: PPAZ）とのパートナーシップのもとで実施している。
７．ザンビア政府、商取引を後押しすべくeコマース戦略を採用（Times of Zambia、25日）
政府は、商取引、雇用創出及び取引時間短縮に係る新たなチャネルの創出を促進すべく、eコマース戦略の策定に着手
した。24日、ヤルマ商業貿易産業大臣は、ルサカで開催された 2020年仮想輸出入会議・展示会（2020 Virtual Import
and Export Conference and Exhibition）の中で、政府は電子的にビジネスを行う現在の潮流に遅れを取らぬよう同戦
略を策定している旨述べた。
８．ザンビア政府、IMF との協力を約束（Daily Nation、26日）
25日、ンガンドゥ財務大臣は、シャルマIMFザンビア常任代表（Preya Sharma, IMF Resident Representative for
Zambia）による表敬を受けた際、ザンビア政府がIMFとの戦略的パートナーシップを促進し深化させていく意向を改
めて表明した。

マクロ経済指標 2019年 2020年
1. 人口（百万人） 17.9 (est) 18.4 (est)
2. 人口増加率（%） 2.87 (est) 2.79 (est)
3. 失業率（%） 11.4 11.4
4. 平均寿命（男／女） 51.4/54.7 (est) -
5. GDP（百万米ドル）*1 24,248 (est) 21,119 (est)
6. GDP成⾧率（%） 1.44 -4.83 (est)
7. 一人当たりGNI（米ドル） 1,430 -
8. インフレ率（%） 11.7 (Dec) 17.4 (Nov)
9. 消費者物価指数（2009年=100） 242.42 (Dec) 280.21 (Nov)
10. 貿易収支（百万米ドル） -438.39 1950.67 *2
11. 対日貿易収支（百万米ドル） 109.86 -122.44 *3
12. 輸出（総額, 百万米ドル） 9,059.36 6311.37 *2
13. 対日輸出（百万米ドル） 168.3 176.86 *3
14. 輸入（総額、百万米ドル） 9,497.75 4360.70 *2 
15. 対日輸入（百万米ドル） 58.44 299.30 *3
16. 経常収支（百万米ドル） 146 218 (est)
17. 対外直接投資（百万米ドル） 5,048 (2018) -

18. 対内直接投資（百万米ドル） 25,777 (2018) -

19. 金・外貨準備高（百万米ドル） 1,450 873 (est)

20. 対外債務残高（百万米ドル） 13,800 13,800 (2019)
21. 為替レート（対米ドル） 10.45ZMW 20.83ZMW (Nov)
22. 主要政策金利（現行、年利％） 9.75 (Nov) 8.0 (Nov, 2020)


